
ソ ウェ イ

り

絵
本
作

家

と
し

て
不
動

の
地
位

を
築

い
た

セ

ン
ダ

ッ
ク
は
、

合

間

に
意

欲
的

な
イ

ラ

ス
ト

レ
ー

シ

ョ
ン
を
他

人

の
作

品
で
試

み
な

が
ら
、
『ま

よ
な

か

の
だ

い
ど

こ
ろ
』
(
七
〇
)
、
『
ま

ど

の
ぞ

と

の
そ

の
ま

た
む

こ
う
』

(八

一
)
で
幼

児

回

帰
を

テ
ー

マ
と
す

る
三
部

作
を

完
結
す

る
。

セ

ン
ダ

ッ
ク

の
仕
事

は
、

ィ

ラ

ス
ト

レ
ー

シ

ョ
ン
に
と

ど
ま
ら
ず

、

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
映

画

、
舞

台

芸
術

に
独
創

的
な

才
能
を

発
揮

し
、

そ

の
中

か
ら

、
ま

た

『く

る

み
わ
り
人

形
』

(八
四
)
の
よ
う

な
優

れ

た
絵

本

が

生
ま

れ

て

き

て

い
る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(渡
辺
茂
男
)

ソ

　
宗

　

影

薦
ー

ソ
ン

ヨ
ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

綜

合

童

話

大

講

座

鴬

ご
冖器

、,
わ
　

全

一
二

巻

。

日

本

童

話

協

会

発

行

。

一
九

三

二

年

(
昭

7
)
か

ら

三

四

年

(昭

9
)
に

か

け

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

会

員

制

で

頒

布

。

編

集

は
蘆

谷

蘆

村

が

当

た

り

、

同

時

に

中

心

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ
　　　　　
　　　　
　　　
ホ　　
　　　　
　　　　
　　
ホ

的

執

筆

者

で

も

あ

っ
た

。

内

山

憲

尚

、

安

倍

季

雄

、

岸

辺

福

雄

　

　

ホ　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　ホ

ら

の

口

演

童

話

系

統

の

執

筆

が

目

に

つ
く

。
ほ

か

に

巌

谷

小

波

、

ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

小

川
未

明
、
山
内

秋
生

ら

の
名

も
あ

る
。
童

謡
関
係

の
執
筆

は
、

　弘
田
龍

太
郎

の
み
で
、

先

行

の

『児

童

芸
術
講
座

』

(
一
九
二
一二

～
二
五
)
と

は
際

立

っ
た
対

照

で
あ

る
。
と

り
た

て
て

の

「
開

講

趣
旨

」
を
示

す
文

章

は
み
ら

れ
な

い
が
、

「
童
話

ヲ
完
全

ナ

ル
組

織
的

体
系

ト

シ
テ
研

究

ス

ベ
キ

」
(第

一
集
巻
頭
言
)
方
向

を
求

め

　
　
　

　
　
　
　

　
　
ネ

た
。

『
童

話

の
理
論

』
(松
村
武
雄

・蘆
谷
蘆
村
)
、

『
日
本
童

話

史
』

　
　
　

　
　
ネ

(中
田
千
畝

・
藤

沢
衛
彦

・
山
内
秋
生
)
、

『世

界
童

話
史
』

(蘆
谷
蘆

村

(重
常
)
)
が
ま

と
め

ら
れ

、
『
宗
教

童

話
論
』
(蘆

谷
蘆
村
)
、
『
仏

教
童

話
論

』

(蘆
谷
・長
井
真
琴
・菅
原
霞
村
)
、

『基

督
教

童

話
論
』

　
　
　

ホ　　　　　　　　　　　　ホ

(蘆
谷

・
上
沢
謙
二

・
小
出
正
吾
)
な

ど

の
各
論
も

合
わ

せ

て
構

成

　
　
　

　

ホ　
　　　　
　　　　
　ホ
　　　　
　　　　　
　ホ

さ

れ
た
。

児
童

劇

・
人

形
劇

・
口
演
童

話

・
舞

踊
な

ど

の
児
童

文

化
関
係

の
論
稿

も
収

録
さ

れ
た

。　

　
　

　

　

　

(大
藤
幹
夫
)

　
早

大
童

話
会

誘

然

ど
　

団
体

。

一
九

二
二
年

(大

11
)
春

、
学

生
数
名

の
発

起

に
よ
り

創
立

。
会
長

は
上

井
磯

吉
教
授

。
(英
語

担
当
)
。
実

演
部

と
創
作

部

に
分

か
れ

、
は
じ

め
は
前

者

が
優
勢

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

ホ　　　　　
　　　　　　　　ホ

だ

っ
た
が

一
九
三

〇
年

、
岡

本
良

雄
、

水
藤

春
夫

ら
が

入
会
後

は
後
者

の
活

動

が
中

心
と
な

っ
た
。

一
九
三

五
年

同
人
誌

「童

苑
」
を

、

翌
年

に
は
機

関

誌

「童

話

界
」
を

創
刊
。

そ

の
後

、

　
　
　

　

ホ　
　　
　　　
　　
　　
　
ホ
　　
　　
　　
　　
　　
　
ホ

町
本

広
、
前

川
康

男
、

永

井
萠

二
、

鈴
木
隆

ら

が
入
会

し
最
盛

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

ホ

期
を

迎
え

た
。

一
九

四
三

年

に
は
、

坪

田
譲

治
編

に
よ

る
童

話

集

『
町

の
子

・
村

の
子
』
、

『た

の
し

い
仲

間
』
を

天
祐

社
よ

り

刊

行
す

る

(発
行
部
数
五

〇
〇
〇
)
が

太
平

洋

戦

争

の
激

化

に
よ

り
出

征
す

る
先

輩
会

員
を

送

る

「童

苑
」

四
号
を

発
行

し

て
会

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

ホ　
　　　　
　　　　
　　　
ホ

活
動

は
中

断
。

終
戦

後

は
古

田
足

日
、
鳥

越
信

ら
が
受

け
継

ぎ

五

一
年

「
童
苑

」

五
号
を

復
刊

、

五
三
年

に

は
同
誌

に
宣
言

文
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ソ ウマ タイ ソ

「
少

年
文
学

の
旗

の
下

に
」

を
発

表
。

つ

い
で
五

五
年

に
は

、

会

名

を

「
早
大

少
年
文

学
会

」

に
変
更

、
機

関
誌

を

「
少
年

文

学

」

と
改

題
し

四
〇
年

に
及

ん

だ
会

の
歴
史

を
閉

じ
た
。

同

会

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　　　　　　　　
　　　　　　　

か
ら

巣
立

っ
た

作
家

、
評
論

家

は
前
出

の
ほ
か
今

西
祐

行
、

竹

　

　
　
　

ホ　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　ホ　　　　　
　　　　　ホ

崎
有

斐
、

大
石
真

、
砂

田

弘
、
鈴

木
実

、
大

川
悦

生
と

多
彩

で

あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(塚
原
亮

一
)

　

相

馬
御

風

鴛

縁
う
　

一
八
八
三
～

一
九
五
〇
(
明
16
～
昭
25
)

評
論

家
、
歌

人
。
本

名
昌

治
。
新

潟
県

糸
魚

川
市

に
生

ま
れ

る
。

　

　
　
　

　
　

　

ホ

高

田
中
学

時
代

、
佐
佐

木
信

綱

の
竹
柏

会

に
入
会

。

一
九
〇

〇

年

に
高

田
新
聞

の
短

歌

の
選
者

と
な

る
。

〇
二
年

早
稲

田
大

学

.

に

入
学
、

東
京

純
文

社
を

興
し
、

雑

誌

「白

百
合

」
を

創
刊

。

〇

五
年
処

女
歌

集

『
睡
蓮

』
を

上
梓
。

翌
年

早
大

を
卒

業

し
、

片

山
天
弦

ら

と

「早

稲

田
文
学
」

の
編
集

に
従
事

す

る
。

〇
七

　

ホ

年

三
木
露

風
ら

と

五
人

で
早
稲

田
詩

社
を

設
立
、

冂
語
詩

運
動

の
口
火
を

切

っ
た
。
明
治
末

期

の
評
論

家

と
し

て

の
活
動

で
は
、

理
論

よ

り
も

む
し

ろ
作
家

論

に
優

れ

た
も

の
が
多

い
。

一
一
年

早
大

講

師
と

し

て
教

壇

に
立

つ
。
翌

年
、

第

一
評
論
集

『黎

明

期

の
文
学

』

を
刊

行
す

る
。
大

正
時

代

に
入

っ
て
、

し
だ

い
に

人

道
主
義

的
傾

向
を

示

し
、

一
六
年

文
壇

か
ら

引
退

し

て
、
糸

魚

川

に
帰

る
。

そ

れ
以
後

は
良

寛

に
傾
倒

、
研

究

の
深
化

と
と

も

に
宗

教
的

世
界

に
没

入
す

る
。

『大

愚

良
寛
』

(
一
九

一
八
)
、

『
評
釈

良
寛

和
尚
歌

集
』
(
二
五
)
、

『
良
寛

百
考

』
(
三
八
)
な

ど
、

良

寛
関

係

の
書

は
多
く
、

良
寛

の
伝

記

・
思
想

・
文

芸
を

明
ら

か
に

し
た
功

績

は
大
き

い
。
郷

里

で

の
活

動
と

し

て
は
、

三

〇

年
木

蔭
会
を

組
織

し
、

歌

誌

「
木

か
げ
」
を
刊

行
、

四

二
年

(
一

〇
二
号
)
ま

で
続

い
た
。
ま

た
、
同
年

個
人
雑

誌

「
野
を

歩
む

者
」

も
創

刊
、
主

に
随

筆

を

執
筆

、
五

〇

年

(
九
〇
号
)
ま

で
刊
行

し

た
。

児
童
文

学
作

品

に
は
、

童

謡
集

『
銀

の
鈴
』
(二
三
)
、
伝

記

『良
寛

さ

ま
』

(三
〇
)
、

『
西
行

さ
ま

』

『
一
茶

さ
ん
』

(三

二
)
、

童
話
集

『
日
の
さ
す

方

へ
』
(三
四
)
が
あ

る
。

童
謡

『春

よ
来

い
』

は
広

く
人

口

に
膾

炙

さ
れ

て

い
る
。

【参
考
文
献
】
紅
野
敏
郎
・相
馬
夕
子
編

『相
馬
御
風
著
作
集
　
別
巻
二

研

究
編
』
(
一
九
八

一　

名
著
刊
行
会
)　
　
　
　
　
　
　
　
　

(深
川
明
子
)

　
相

馬

泰

三

媛
驤

う
　

一
八
八
五

～

一
九
五
二
(明
18
～
昭
27
)

小

説
家
、

児
童

文
学

作
家

。
本

名

退
蔵
。

新
潟

県
白

根
市

に
生

ま

れ
、
早

稲

田
大
学

英
文

科
中

退
。

「
万

朝
報
」
や

「
東
京

日

日

新
聞

」
記

者
を

し
な

が
ら

翻
訳

や

小
説

の
習
作

に
打

ち

込
む
。

一
九

一
二
年

(大

1
)
広

津
和

郎

・
舟

木
重

雄

・
谷

崎
精

二

ら

と

「奇

蹟
」
を
創

刊
し

、

『夢

』

『
小

さ
き
影

』
な

ど
を

発
表
す

る

。

『
田
舎
医

師

の
子

』

(
一
九

一
四

「早
稲
田
文
学
」
)
で
認
め

ら
れ

、

文
壇

に
登
場

し
た
。

長

編
小

説

『荊

棘

の
道
』
(
一
八
)
が
代

表
作

で
、
力
作

と

し
て

の
評
価

が
高

い
。

泰

三

の
作

家

と
し

て

の
活

躍

は
、
大

正

期
で

ほ

ぼ
終
わ

り
、

北
海

道

や
樺
太

放
浪

を
経
、

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ネ

郷

里
新

潟

に
隠
棲
。

晩
年

は
紙
芝

居

に
関
心

を
寄

せ
、

東
京
葛

飾

で
戦
中

戦
後

の
時

期

、
紙

芝
居

の
普

及

に
尽
力

し
た
。

児
童

文
学

と

の
か
か
わ

り
は

、

『荊

棘

の
道

』
が

「
奇

蹟
」
同

人
と

の

問

に

モ
デ

ル
事
件
を

起

こ
し

、
小

説

が
し

だ

い
に
書

き

に
く

く

　
　
　

　
　

　

　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
ホ

な

っ
た

中

で
、
千
葉

省

三
編
集

の

「童

話
」

に
執
筆

の
機
会

を

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ソ ノヘ サ フ ロ

得

て
か
ら

の
こ
と
で
あ

る
。

こ

の
雑
誌

の
創
刊

号

(二
〇
)
か

ら

『
桃

太
郎

の
妹

』

を

一
年

に
わ
た

っ
て
連

載
、

以
後

二
〇
数

編

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ホ

も

の
作

品
を

寄

せ
て

い
る
。

「
赤

い
鳥

」

に
も

、

『休

み
日

の
算

用
数
字

』
(
二
七
)
ほ
か
四
編

を
載

せ
る
。
創

作
童

話

ば
か

り

で
な

く

、
翻
案

も

の
も
あ

る
。
『甚

兵
衛

さ
ん

と

フ
ラ

ス

コ
』
(二
五
)
、

『
紀
平

次

の
畑
』
(二
六
)
、

『名

の
な

い
魚

の
話

』
(二
五
)
な

ど
、

そ

の

ユ

ニ
ー
ク
な
作

品
世

界

は
、
今

日

の
子

ど
も

に
も
訴

え

る

も

の
を

も

っ
て

い
る
。
創

作
童

話
集

に

『
陽

炎

の
空

へ
』
(二
三
)

が
あ

る
。
五

二
年

五
月

一
五

日
歿
。

【参
考
文
献
】
関
英
雄

『相
馬
泰
三
の
児
童
文
学
』
(
一
九
七

一
・
=
　
「国

文
学
」
)、
伊
狩
章

「相
馬
泰
三
解
説
」
(
一
九
七
七
　

『日
本
児
童
文
学
体
系

9
』
ほ
る
ぷ
出
版
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(関
口
安
義
)

　
園

部

三
郎

莇

从
う
　

一
九
〇
六
～
八
〇
(明
39
ー
昭
55
)

音
楽

評
論

家
。

大

阪

に
生

ま
れ

、

一
九
二

七
年
東

京
外

国

語
学

校
仏

語
科

卒
業

。

早
く
よ

り
海

外

に
出

、
帰

国
後

内
外

の
音
楽

評
論

や

翻
訳

に
当

た
り
、

「
音
楽

評
論

」
二
代

目
主

筆

と
し

て
音

楽
批

評
確

立

に
努

め
た
。

戦
後

ま
も
な

く
、

ブ

ル
ガ

リ
ア
、

ポ

ー

ラ

ン
ド

、

ハ
ン
ガ
リ
ー

に
渡

り
、

そ

の
東

欧
音

楽
文

化
を

研
究

、

日
本

へ
の
紹
介

に
努

め
、

の
ち
ポ

ー

ラ

ン
ド

政
府

よ

り
文
化

功

労
賞

を
受

け

た
。
ま

た
晩
年

は
国

内

の
音
楽
教

育

現
状

に
問

題

を
提

起

し
、
著
書

『
下
手

で
も

い
い
、

音
楽

の
好

き
な

子

ど
も

を
』
(
七
五
)
に
は
賛
同

者
多

く
、

話
題

と
な

る
。

主
要

著
書

『
音

楽
五

十
年

』
(
四
九
)
、

『
日
本

民
衆
歌

謡
史

考

』
(
六
二
)
、

『自

立

せ
よ

、
音

楽
教
育

』

(
八
〇
)
他

翻
訳
書

多

数
。　

　

(河
村
順
子
)

　

ソ
ー

ヤ
ー

　

ル
ー

ス

幻
二
島

ω
鋤
≦
く
Φ
「

一
八
八

〇
～

一
九
七

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

○
　

ア
メ

リ
カ

の
児
童
文

学
者

、
ス
ト

ー
リ

ー

テ
ラ
i
。
民
話

の

語

り

の
研

究
、

普
及

に
努

め
、
学

校

を

は
じ
め

さ
ま

ざ
ま

な
所

で

語
り
を

し
、

児
童

図
書

館

に
お
け

る

お
話

の
普

及

に
も

貢
献

し

た
。

語
り

の
基
本

を
述

べ
た

『
ス
ト
ー

リ
ー

テ
ラ

ー

へ
の
道

』

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ホ

(
一
九
四
二
)
は
、
語
り
手

の
必
読
書

に
な

っ
て

い
る
。
民
話

の
再

話

の
ほ

か
、

ア
メ
リ

カ

の
子
ど
も

の
生
活
を

描

い
た
作

品

も
書

き
、

『
ル
シ

ン
ダ

の
日
記
帳

』
(
三
六
)
は
、

ニ

ュ
ー

ベ
リ
ー
賞

を

受
賞

。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(白
井
澄
子
)

　

征
矢

　

清

蠶

し
　

一
九

三
五

～
　

(
昭
10
～
　

)

作

家
、

編

　

　
　
　

　
　

お
か
や

集

者
。

長

野
県
岡

谷
市

に
生

ま
れ

、

一
九
六

〇
年

早
稲

田
大

学

第

二
文
学
部

露
文

学
科

卒
業

。

み
す
ず

童
旦
房
、

こ
ど
も

部
屋

社

を

経

て
現
在

は
福

音
館
書

店

に
勤

務

し
、
編
集

に
携

わ

り
な

が

ら

創
作

活
動

を
続

け

る
。

『
や

ま

の

こ
の

は
こ

ぞ
う

』

(
一
九
六

八
)
を

発
表

後
、

「
児
童

文
学

は

子
ど
も

た
ち

自
身

の
も

の

で
あ

る
」

と

い
う

立
場

か
ら

数
多
く

の
作

品
を

書
き

続

け
る
。

代

表

作

に

『
か

お
る

の
ひ

み

つ
』

(七
三
)
が
あ

る
。
　

　

(白
木
揄
弥
)

　

ソ

リ

ア

ノ
　

マ

ル
ク
　
ζ

餌
8

QD
霞

冨
8

一
九

一
八
～
　

フ

ラ

ン
ス

の
学

者
、

批
評
家

。

ボ

ル
ド
ー
大

学

で

フ
ラ

ン
ス
初

の

児

童
文
学

講
座

を

開
き
、

パ
リ
第

七
大
学

お
よ

び
高

等
研

究
院

で
児
童

文
学
を

含

む

「文

学

の
新
領

域
」

の
講

座
を

担
当

。
博

士

論
文

『
卜
湧

G
§

§

§

壽

ミ
§

丶㍗
ら
ミ
ミ
蕊

饕
§

§
欝

ミ

、ミ
蹴
ミ
§

砺
芍
魯
ミ
ミ
凡ミ
砺

ペ

ロ
ー
童

話
ー
学

識
文

化

と
民
間

伝

承
』
(
一
九
六
八
)
は
学
際

的
研

究
を

特
色

と
し

、
ア

カ
デ

ミ
ズ

ム

Ⓒ1988　日本児童文学学会



タイ シ ユ ウ シ

　
　
ホ

内
で
口
承
文
芸
や
児
童
文
学
を
研
究
対
象
と
し
た
点
で
画
期
的

で
あ
る
。
二
〇
年
間
の
勢
力
的
な
批
評
活
動
を
集
成
し
た
事
典

『
O
ミ
§

魯

ミ
§

ミ
ミ

慧

ミ

ミ

丶§

ミ

毯

児
童
文
学

案

内
』

(七
五
)
や

ぎ

駐

さ

§

魯

ミ
蠹

§

ミ
鳴

ジ

ュ
ー

ル
・
ヴ

ェ

ル
ヌ
伝
』

(七
八
)
が
あ

る
。　

　

　

　
　

　

　

　

　

(新
倉
朗
子
)

　

ソ

ロ
グ

ー
プ

　

フ

ヨ
ー
ド

ル

0
琵
8

6
0
自
o
亳
〇
　
一
八

六
三

～

一I九
二
七
　

ロ
シ

ア

の
詩

人
、
作
家

。
前

期
象
徴

派

の
代

表
。

本
名

フ

ヨ
ー
ド

ル

・
K

・
テ

テ
ー

ル

ニ

コ
フ
。

ペ
テ

ル
ブ

ル
グ

(現

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
)
に
生

ま
れ

る
。
高

等
学

校

の
教

師
を

し
た

後
、

代
表
作

、

『
小
悪

魔
』
(
一
九
〇
七
)
、

『
創
作

伝
説
』
(
一
四
)
、

処
女

詩
集

『
炎

の
輪
』
(
〇
七
)
を
書

く
。

児
童

文
学
作

品

と
し

て

は

『
金
色

の
柱

』

『影

絵
』
な
ど
あ

り

、

日
本

で
も
大

正
末

か
ら

昭
和

初
年

に

か
け

て
翻
訳

出
版

さ
れ

て

い
る
。
　

　

(北
畑
静
子
)

　
ゾ

ロ
ト

ウ

シ

ャ
ー

ロ

ッ
ト

O
ゴ
鋤
二
〇
ヰ
Φ
N
皀
0
8
亳

一
九

一
五
～
　

ア

メ
リ
カ

の
絵
本

作
家

、
編
集

者

。
出
版

社

の
児
童
書

編
集

部

に
勤
め

た

の
が
契

機
と

な

っ
て
、

自
身

の
幼
時

体
験
と

二
人

の
子

ど
も

の
観

察
を

基
盤

に
し

た
作

品
を
数

多
く
発

表
し

て

い
る
。

兄
妹

間

の
ラ
イ

バ
ル
意

識

を
扱

っ
た

『
に

い
さ
ん
と

い
も

う
と

』
(
一
九
六
〇
、

M
・チ

ャ
ル

マ
ー
ズ
絵
)
に
代

表

さ
れ

る

よ
う

な

「
児
童

心

理
学

の
講
義

以
上

に
幼

児
を

理
解
さ

せ
て
く

れ

る
」
と

い
わ

れ

る
ほ

ど
、
幼

児

の
心

の
動
き
を

捉
え

た
作

品

が
大

半
を

占

め
る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(金
平
聖
之
助
)

　
宋

影

諺

舎

噌

一
九
〇
三
～

朝
鮮

民
主

主
義
人

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ソン　
ム
ヒ
ョ
ン

民

共
和
国

の
児

童
文

学
者

、
劇

作
家

。
本

名

宋
茂

玄
。

ソ
ウ

ル

西

大
門

に
生

ま
れ

る
。

一
九

一
九

年
三

月
培

材
高
普

中
退

。

ニ

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ビ
ョ
ル
ラ
ラ

五
年

カ

ッ
プ

創
建

に
参
加

し

、

「朝

鮮
文

芸

」
「
星

の
国
」

な

ど

の
編
集

を
担
当

す

る
。
カ

ッ
プ
事
件

で
投

獄

さ
れ

る
。
解
放

後
、

朝

ソ
文

化
協
会

出

版
局

長
、

朝
鮮

演
劇

同
盟

委
員
長

、
作

家
同

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

キ
ョ
チ
ェ
シ
ガ
ン

盟

中

央

委

員

歴

任
。

作

品

に

『交

替
時

間
』

(
一
九

三

二
)
、

　

ロ
リ
イ
ン
グ
　
　
　ヤ
ハ
ク
キ
ョ
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ン
フ
ァ
ド

『
老
人
夫

』

『夜

学

の
教

師
』
(以
上
三
四
)
、

『江

華
島
』
(五
三
)

な

ど
世
相

を

鋭
く

つ
い
た
風

刺
劇

が
多

い
。
　
　

　

(韓

丘

庸
)

タ

大
衆
児
童
文
学

狡
就
磐
じど
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